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 【抜粋１】もう⽜乳ない（T005_002-03:05）  ((児童館でやった遊びについて娘が⽗に報告している)) 
01 D: ご飯とか_ 
02 F: うん. 
03 D: 果物とかねはいどうぞっ[て.=あと桃とか. 
04 M:            [エアコンも綺麗になってたしね:.= 
05 D: =あとね,(1.0)ペンギンのね回る(1.0)とことこのやっ(つ). 
06  (1.0) 
07 F: トイレどうなってた?*トイレ?(0.4)排[⽔_ 
08 M:                  [トイレだけがなんの(1.4)進*展も>なかった. あ排<⽔ 
 d           *⽗に視線---------------------------------------* 
09 M: はわかんない.⾒てない. 
10  (0.4)* (1.2) *(0.6) 
 d      *⺟に視線* 
11 F: 排⽔⾒るっつ(ってたんだけどな.) 
12  (0.8)*(0.6) 
 d      *⺟に視線--> 
13 M: うん.*排⽔は(   )たんか*もね. (0.4) ドアの取⼿なんとかしてほしい．(1.8) 触るのがやだ. 
 d >----*           *⽜乳を飲む-----------------------------------------------------------> 
14  (4.2)*(3.8)+(2.4)*(0.2) 
 d >----*        *⺟に視線-->> 
 m        +覗き込むように娘に視線-->> 
15 D:→ もう⽜乳な:い. 
16  (0.4) 



















































01 F: えママんときもあったの? ((息⼦たちの⼩学校給⾷で⼀番⼈気メニュー「フルーツポンチ」について)) 
02 M: ↑どだったかな:.あったかもしれないけど:,覚えてない. 
03 F: 少なくともパパの⼩学校でそんなものは出なかったな.  
04 M: ⼈気メニューとかそんなん>じゃなかっ(たけど)<何が⼈気って:と↑カレーだよ. 
05  (0.8) 
06 S1:→うん.やっぱカレー. 
07 M: カレーが第⼀位⼆位がうどん. 
08 S1:→何うどん. 
09 M: 普通の-野菜がいっぱい⼊ったうどん. 
10 S2: えきつねうどん第⼆位だよ.やっ君. ((S2 の愛称)) 
11  (1.4) ((⺟ 2 回頷き)) 
12 S1: 三位↑は. 
13  (0.4) 
14 M: ↓三:位゜は覚えてないな:.゜ 
15  (1.2) 
16 S2: マ[ マの時?  ] 
17 S1:→ [やっぱ学校の]カレーおいしいもんね. 
18  (0.4) ((⺟頷き)) 
19 S2: えママのとき?= 
	






 【抜粋 3】そのときだけはいいんだって（T003_015-15:39） 
20 M: =>そんな<ランキングとかやってないけど,(1.2)断然カレーとうどんだったね. 
21  みんなの⼈気メニューは. 
22 S2: ママのとき:?= 
23 S1:→[ 先  ]⽣なんかもうば:って⾷って,バケツ持ってぴゅ:って⾏ったりしてん[    で し ょ ?   ] 
24 M: [うん.]                                 [そう坂下先⽣がね?］ 
25  (1.0) 
26 F: あ- 
27  (1.2) 
28 M: 給⾷室に,(0.4)みん-おかわりが残るんだよ.(0.6)教室にもお代わりは残るんだけど 
29  給⾷室↑にも残る［んだ.ああゆうで］かい鍋物つ[くったとき]は:. 
30 F:                  [ うんうんうん. ]            [ うんうん.] 
31 F: ま当然そう[>だよね.<] 
32 M:           [   と,     ]あれをバケツに空っぽにしたひ-クラスからさ:, 
33 F: うん. 
34 M: 取りに⾏くんだけど,(2.0)廊下⾛っちゃ\いけないって\ゆうのに坂下先⽣は,(0.4)↑ほらみんな 
35  ⾷え:とか⾔ってみんなにすっごいいっぱい盛って,か-バケツ空っぽにしてば::って⾛って\くの.  
36  .hh[給(h)]⾷(h)室まで.= 
37 S1:    [ そ- ]             
38 S1:→=そのとき+ だ け は い い +んで[*しょ?  ⾛る*の.]   
39 M:→                     [*も ダッシュ.* h] 
 s1⇨      +M をのぞきこむように頷く+ 
 m⇨                       *S1 に笑顔で頷く*                     
40 M: そ(h)[+う.    h  .h  hh          ] 
41 S1:    [+そのときだ(h)け(h)はい(h)いん]だっ*て.  .hh+  hh* 
 s1⇨    +F に笑顔で視線-------------------------------------+ 

































1977）を要求したり（「ママのとき?」抜粋 2,3 の 16,19,22 行目）、以下の抜粋 4 のように
呼びかけや相手の腕に触れるといった直接的な注意獲得の手法を進行中のやり取りに挟む
ことでやり取りへの参入を試みている（「ママ」抜粋 4 の 06,08,10 行目）。	
	
【抜粋 4】ママ（T003_015-17:45）((兄が⺟のクラス分けの経験について尋ねている)) 
01 S1: <いち>から三のさ:ママん時はさ:>あるじゃん<⼀組[ ⼆組 三組. ] 
02 S2:                         [え知ってた:?]((咳))あ[ の ね,    ] 
03 S1:                                    [>(あの)<三]組からいち:組 
04 S1: だった時ってさ:↑あ 
05   (0.4) 
06 S2:→+    マ   マ    += 
 s2⇨ +M の腕を 2 回叩く+ 
07 S1: =今まである?⼩学校で[ (さ),  ] 
08 S2:→      [↑ママっ]  
09 M:           [↓さ: ん]組が⼀組なったっ[て⾔ってる意味が]わか[(んない.)] 
10 S2:→                   [  マ  マ  ?     ] 
11 S1:                                   [ い や. ]違う. 
12  (1.0) 



















01 F: 俊ちゃんは? 
02 M: 桜並⽊も:梅⽥.俊君は関⼆.=  ((⼦どもの友⼈たちの居住地域と通っている⼩学校について)) 
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 03 F: =関⼆か. 
04 M: うん.(0.6)>あそこの<セブンイレブンを越えたさ,(0.6)あ:の:その区⺠センターの辺りの>あのへんど-< 
05 M: あ:の辺のどっかで分かれてんだよ. 
06 S2:→えアンデ-セブンイレブンて直也君ち⽅⾯の[ところ.] 
07 M:                     [ そう ]そうそう.ん直也君ちは新井. 
08 S2: 僚ちゃんち⽅⾯のほう:. 
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[	  ] 括弧内の箇所が同時に発話されている  
(	 ) 聞き取り不可能 
(あ)  聞き取り不確実 
(1.0)  間合い（秒） 
(.) 0.2 秒未満の間合い 
:  音の引き伸ばし 
h  呼気音、笑い(h) 
.h  吸気音、笑い 
.  下降調イントネーションで発話されている 
?  上昇調イントネーションで発話されている 
,  直前の音が上昇下降調で発音されている 
_  直前の音が平板調で発話されている 
↑  直後に記す音が顕著に高く発音されている 
↓  直後に記す音が顕著に低く発音されている 
さ-  発音が不完全に途切れている 
 
うん  大きく・強く発音されている 
°うん° 小さく・弱く発音されている 
>うん<  相対的に速度が速く発話されている  
<うん>  相対的に速度が遅く発話されている  
=うん  =記号箇所同士が隙間なく発話されている  
¥うん¥  笑いを含んだ口型で発話されている 
((	 ))  その他注記（非言語情報、文脈情報など） 
 
+，* 身体的振る舞いの区切れ目  
--- 身体的振る舞いが継続する 
*--> / >--* 身体的振る舞いが後続行の同一記号まで 
継続する 
*-->> 身体的振る舞いが抜粋以降も継続する 
>>--* 身体的振る舞いが抜粋以前から継続している 
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